
 

 

 

考えることは楽しい～逆転現象が生まれる課題～ 

校長 飯塚 進 

下の図のような問題があります。 

 「ＡさんとＢさんで１００ｍ競走をすること

になりました。【図１】結果はＡさんが勝ちまし

た。【図２】 

Ａさんが言いました。『ぼくがゴールしたと

き、B さんはゴールまであと１０ｍのところに

いた。だから、今度は、ぼくが、B さんより、

スタートを１０ｍ後ろにするよ。』と言いまし

た。【図３】 

Ｂさんは『ありがとう』と言いました。そし

て２回目の１００ｍ競走をすることにしまし

た。結果はどうなったでしょう。」という問題

です。 

子どもたちの多くは「引き分け（同時にゴー

ル）」と言います。ところが実際は A さんが２

回目も勝ってしまうという問題です。理由は A

さんが１００ｍ走ったところで、９０ｍ走った

Ｂさんと並びます。つまり残り１０ｍあるの

で、足の速いＡさんが勝ってしまうというわけ

です。【図４】 

 ほとんどの子どもが「引き分け」と言った中

で、「A さんが勝つ」と言った少数の子どもた

ちの喜びは格別です。自分と同じ考えの子ども

が少数のため、不安に感じていた分、うれしい

気持ちが膨らむようです。いわゆる逆転現象が

生まれる課題です。 

 「考えることは楽しい」と、子どもたちにそう感じてもらえる授業を積み重ねていきた

いと考えています。 
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